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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

経営指標 単位
第42期 第43期 第44期 第45期 第46期

平成26年４月 平成27年４月 平成28年４月 平成29年４月 平成30年４月

売上高 千円 224,735 221,301 230,608 202,919 206,685

経常利益又は経常損失(△) 千円 △756 △6,916 11,458 7,995 3,124

当期純利益又は当期純損失

（△）
千円 △2,016 △3,835 2,015 2,240 1,396

持分法を適用した場合の投

資利益
千円 － － － － －

資本金 千円 94,000 94,000 94,000 94,000 94,000

発行済株式総数 株 21,240 21,240 21,240 21,240 21,240

純資産額 千円 2,156,774 2,152,939 2,154,954 2,157,194 2,158,591

総資産額 千円 2,932,029 2,955,776 2,964,389 2,952,049 2,926,772

１株当たり純資産額 円 101,543.03 101,362.48 101,457.34 101,562.81 101,628.59

１株当たり配当額 円 － － － － －

（うち１株当たり中間配当

額）
（円） (－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益金額

又は当期純損失金額（△）
円 △94.92 △180.56 94.87 105.46 65.76

滞在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
円 － － － － －

自己資本比率 ％ 73.56 72.84 72.69 73.07 73.75

自己資本利益率 ％ △0.09 △0.18 0.09 0.10 0.06

株価収益率 倍 － － － － －

配当性向 ％ － － － － －

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
千円 20,874 19,455 42,626 35,201 51,020

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
千円 △50,107 △9,207 △26,955 △12,010 △8,523

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
千円 35,266 30,025 5,653 △30,058 △41,066

現金及び現金同等物の期末

残高
千円 24,731 65,004 86,328 79,461 80,892

従業員数
人

17 18 10 11 11

［外、平均臨時雇用者数］ [16] [19] [16] [15] [17]

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

３．当社は関連会社がないため「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりません。

４．第42期及び第43期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であ

り、また、潜在株式が存在しないため、また、第44期、第45期及び第46期の潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．株価収益率は証券取引所非上場のため該当事項はありません。
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２【沿革】

(1）昭和47年５月27日　　広島県尾道市に於いて吉田允也他23名により会社（尾道ゴルフ観光株式会社）を設立す

る。

(2）昭和47年５月30日　　尾道ゴルフ観光株式会社設立登記する。

(3）昭和48年12月30日　　ゴルフ場建設委員４名を選出する。

(4）昭和59年１月31日　　大成建設株式会社と建設契約をする。

(5）昭和59年２月20日　　現地（原田町梶山田）にて起工式を挙行する。

(6）昭和60年10月18日　　尾道うずしおカントリークラブ18Ｈオープンする。

(7）昭和61年２月17日　　日本ゴルフ協会、中国ゴルフ連盟に正式加盟する。

(8）平成15年９月30日　　茶店営業権取得

(9）平成28年３月８日　　西洋フード・コンパスグループ株式会社にレストラン部（食堂、喫茶、茶店）を外部委託

する。

３【事業の内容】

(1）事業の内容

　広島県尾道市の財界有志並びにゴルフ愛好者により、昭和47年５月に尾道ゴルフ観光株式会社を設立し、尾道市

原田町、木ノ庄町の地元関係者の全面的な協力のもとに、18ホール、6579ヤード、パー72のゴルフコースを昭和60

年10月開場、尾道うずしおカントリークラブとして会員制により営業を開始しています。会社の経営は下記の経営

組織によって運営されております。

(2）尾道うずしおカントリークラブの概況

　ゴルフ場の資産は当社が所有し、営業の収支は当社へ帰属することになっており、尾道うずしおカントリークラ

ブは理事会及び委員会を構成しクラブ運営にあたっています。

　なお、当社と尾道うずしおカントリークラブの間には運営に関する契約は行っていません。

　当社の株主は、現在個人では12株単位で会員権１口を、また法人では原則として最低24株以上所有した上で12株

単位で会員権１口を保有する資格を有し、尾道うずしおカントリークラブに入会の手続きを経て会員としてゴルフ

場の諸施設を利用出来ることになっています。

(イ)会員には個人会員と法人会員とあり、法人会員は個人会員と同じ条件で記名会員と無記名会員を選択すること

が可能であります。

平成30年４月末日現在、個人会員数1,274名、法人会員数322名、計1,596名

（注）法人会員数内訳（法人株主数179社）、記名会員259名、無記名会員63名

（ロ）尾道うずしおカントリークラブは次の役員で運営しています。
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平成30年７月25日現在
 

役職名 氏名 生年月日 主たる職業

理事長 手塚　弘三 昭和20年３月18日 株式会社啓文社　代表取締役、当社取締役

キャプテン 村上　清司 昭和18年11月２日 株式会社関西機工商会　会長、当社取締役

理事 吉田　大造他５名  

計 ８名  

 

(ハ)グリーンフィーその他各種料金

　グリーンフィー並びに各種料金は下記のとおりであります。

区分
平成27年８月１日よりの各種料金

会員 無記名 ビジター

グリーンフィー 平日 600円 1,600円 2,000円

 土曜日 600 1,600 4,360

 日祭日 600 1,600 4,360

厚生費、光熱費等 1,600 1,600 1,600

ゴルファー保険 65 65 65

ゴルフ振興募金 70 70 70

中国連盟負担金 45 45 45

ゴルフ場利用税 400 400 400

乗用カートフィー 一律　3,500円

キャディーフィー 一律　2,100円

（１ラウンドにつき）  

　（注）　上記金額には消費税等は含まれておりません。

(ニ)年会費・名義書換料

年会費１名（法人内１口）につき24,000円（平成23年10月１日より）

名義書換料

区分 平成５年10月１日より

個人会員（円） 300,000

※個人会員（推定相続人等）（円） 150,000

法人会員（１口につき）（円） 300,000

法人内登録者変更（１名につき）（円） 150,000

※平成５年10月１日より名義書換料は300,000円に改定しております。

　（注）　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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４【関係会社の状況】

　当社には関係会社はありません。

 

５【従業員の状況】

(1）従業員数、平均年令、平均勤続年数及び平均年間給与

平成30年４月30日現在
 

従業員数（人） 平均年令 平均勤続年数 平均年間給与（円）

11[17] 56才6ヶ月 11年11ヶ月 2,279,021

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者（アルバイトキャディー）は［　］に年間の平均人員を外数で記載

しています。

２．平均年間給与は賞与及び基準外賃金を含んでおります。

(2）労働組合の状況

　当社に労働組合はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1）現状の認識について

　近隣コースによる料金の値引、集客競争が続くなか、ゴルフ場を取り巻く環境は、依然厳しい状況が予想されま

す。営業体制を強化し、集客力の向上に鋭意、努力してまいる所存です。

(2）当面の対処すべき課題の内容について

・設備の老朽化に伴う改修費用の増加

・プレーヤーのニーズに応えるコース整備、設備の改善強化

(3）対処方針

・来場者の増加による増収増益

・経費節減による増益

(4）具体的な取組状況策

・自社ウェブサイトからのインターネット予約の増加を図る

・オープンコンペの開催日増加等、キャンペーンの拡大により、来場者の増加を図る

２【事業等のリスク】

　有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能

性のある事項には、以下のようなものがあります。

(1）ゴルフ業界を取り巻く環境、動向について

　当社が属しているゴルフ業界については、長引く景気低迷から、法人接待ゴルフの激減という構造的なものに加

え、雇用情勢が依然として厳しい状況が継続した場合には、冗費節減に伴い入場者の減少、客単価の落込により売

上高に悪影響を及ぼす可能性があります。

(2）競合等の影響について

　低価格化と価格破壊が極限にまで進み、薄利多売、より多くの集客確保競争が進行する状況が続けば、当社の業

績に悪影響を及ぼす可能性があります。

(3）有利子負債の依存について

　事業用地の取得資金、コース造成資金、クラブハウス建築資金の一部を金融機関からの借入金により調達してい

るため、有利子負債の依存度が高い水準にあります。現行の金利水準が変動した場合には金利負担が増加し、当社

の業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

　最近２事業年度における有利子負債の状況は、次のとおりであります。

項目 平成29年４月期 平成30年４月期

有利子負債残高（千円） （Ａ） 677,281 643,999

 長短借入金（千円）  677,281 643,999

 社債（千円）  － －

総資産額（千円） （Ｂ） 2,952,049 2,926,772

有利子負債依存度（％） （A/B） 22.9 22.0

　（注）　当社代表取締役吉田大造からの無利子借入金が平成29年４月期において67,985千円、平成30年４月期において

52,580千円の残高があります。
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３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

業績等の概要

当社には子会社がなくゴルフ場経営しか行っておりませんので、セグメントの記載はしておりません。

(1）業績

　当事業年度のわが国経済は、輸出・生産が堅調に推移、また、雇用・所得環境等の改善が続くなか、個人消費が

持ち直し、全体として緩やかな回復基調が続きました。

　ゴルフ場業界では、少子高齢化やレジャーの多様化等によるゴルフ人口の減少という構造的問題をかかえてお

り、業界間競争は引き続き激化している状況です。

　当ゴルフ場では、コースの整備、乗用カートの更新、インターネット予約の推進等顧客満足度の向上を念頭に入

場者の拡大に取り組んでまいりました。

　結果、入場者数は28,433人（対前期比953人増）となり、売上高は206,685千円（対前期比3,766千円増）となり

ました。経常利益は3,124千円（対前期比4,871千円減）、当期純利益は1,396千円（対前期比843千円減）となりま

した。

　今後一層の営業活動強化、経費削減に努め、経営の安定と発展に努力する所存です。

 

(2）キャッシュ・フロー

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度に比べ1,431千円増加し、当事

業年度末には、80,892千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、51,020千円（前年同期は35,201千円の獲得）となりました。これは主に、税引

前当期純利益2,373千円計上したこと、資金の支出を伴わない減価償却費が32,648千円あったこと、退職給付引当

金の増加1,386千円、その他の流動負債の増加9,613千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、8,523千円（前年同期は12,010千円の使用）となりました。これは有形固定資

産の取得による支出8,523千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、41,066千円（前年同期は30,058千円の使用）となりました。これは短期・長期

借入金の差引減少額等によるものであります。
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収容能力、来場者数、営業収入の実績

(1）収容能力

　ゴルファーはより快適なプレーが出来ることを望まれるので収容能力には自ら限界があり、当クラブの場合、１

日60組、220名が限度であります。

(2）来場者数実績

第45期

月別 会員（人） ビジター（人） 合計（人） 営業日数（日） １日平均（人）

平成28年５月 853 1,820 2,673 31 86.2

６ 739 1,218 1,957 30 65.2

７ 742 1,248 1,990 31 64.1

８ 646 842 1,488 31 48.0

９ 832 1,319 2,151 29 74.1

10 966 1,860 2,826 31 91.1

11 820 2,029 2,849 30 94.9

12 850 2,071 2,921 31 94.2

平成29年１月 771 1,386 2,157 28 77.0

２ 642 1,024 1,666 28 59.5

３ 805 1,528 2,333 30 77.7

４ 895 1,574 2,469 30 82.3

計 9,561 17,919 27,480 360 76.3

比率（％） 34.8 65.2 100.0   

 

EDINET提出書類

尾道ゴルフ観光株式会社(E04695)

有価証券報告書

 8/50



第46期

月別 会員（人） ビジター（人） 合計（人） 営業日数（日） １日平均（人）

平成29年５月 896 1,996 2,892 31 93.2

６ 823 1,427 2,250 30 75.0

７ 784 1,580 2,364 31 76.2

８ 582 906 1,488 30 49.6

９ 855 1,389 2,244 30 74.8

10 742 1,495 2,237 30 74.5

11 805 2,098 2,903 30 96.7

12 839 2,072 2,911 30 97.0

平成30年１月 794 1,477 2,271 29 78.3

２ 638 1,134 1,772 26 68.1

３ 729 1,687 2,416 31 77.9

４ 824 1,861 2,685 29 92.5

計 9,311 19,122 28,433 357 79.6

比率（％） 32.7 67.3 100.0   

 

 

(3）営業収入の実績

区分
第45期

（自　平成28年５月１日
至　平成29年４月30日）

第46期
（自　平成29年５月１日
至　平成30年４月30日）

科目 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

ラウンドフィー 166,436 82.0 169,499 82.0

食堂収入 4,918 2.4 5,069 2.4

売店等売上収入 3,464 1.7 3,667 1.8

年会費収入 28,101 13.9 28,450 13.8

営業収入合計 202,919 100.0 206,685 100.0

　（注）　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）財政状態の分析

　当事業年度末における資産合計は2,926,772千円（前事業年度末2,952,049千円）となり、25,277千円減少しまし

た。具体的にはたな卸資産の減少336千円、営業債権の減少744千円となっています。

　なお、有形固定資産の残高は、2,759,258千円（前事業年度末は2,783,383千円）となり、24,125千円減少しまし

た。これは有形固定資産の取得が8,523千円あったこと、減価償却費32,648千円を計上したためであります。

　当事業年度末における負債合計は、768,181千円（前事業年度末794,854千円）となり、26,673千円減少しまし

た。これは、主として未払費用が9,189千円増加した一方で、リース債務が7,786千円減少、短期・長期借入金の返

済により33,282千円減少したためであります。

　その他、大きな変動はありません。

(2）経営成績の分析

　当事業年度における売上高は206,685千円（前年同期202,919千円）、売上原価130,925千円（前年同期125,070千

円）、販売費及び一般管理費は63,842千円（前年同期60,211千円）となりました。

　その結果、営業利益は11,918千円（前年同期17,637千円）、当期純利益は1,396千円（前年同期2,240千円）とな

りました。

(3）キャッシュ・フローの分析

　第２「事業の状況」３「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」(2)「キャッ

シュ・フロー」に記載しております。
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４【経営上の重要な契約等】

　土地の賃貸借契約の内容は下記のとおりであります。

住所 貸主 物件 地積 賃貸料

広島県尾道市新浜一丁目８－５ 吉田　大造 田 1,040㎡ ㎡当たり　年165円

〃 吉田　大造他１ 山林 26,823㎡持分９／10 ㎡当たり　 82.5円

 

契約期間 昭和60年５月１日より20年間毎に更新。平成20年５月更新。借料は３年毎に見直しがあ

る。

賃借料の支払 毎年７月末日に向う１箇年分を先払いする。

平成14年８月22日 山林26,823㎡持分１／10を取得する。

 

５【研究開発活動】

　サービス業のため特に研究開発活動は行っておりません。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当事業年度において実施しました設備投資額は7,173千円です。主要な設備投資は以下の通りです。

勘定科目 設備 金額（千円） 取得日 資金調達方法

　　構築物 猪防護柵 3,103 Ｈ30.3 自己資金

　　構築物 駐車場整備舗装 4,070 Ｈ30.4 自己資金

合計 － 7,173 － －

 

 

２【主要な設備の状況】

　当社は尾道うずしおカントリークラブ（ゴルフ場）を運営しております。

(1）主要な設備は以下のとおりです。

平成30年４月30日現在
 

事業所名 資産の種類 所属
面積
（㎡）

帳簿価額
（千円）

従業員

尾道うずしおカン

トリークラブ

 

所在地・広島県尾

道市原田町

土地 コース・クラブハウス用地 570,367 758,256

 

コース アウト・インコース 568,079 1,640,068

立木 コース内立木  92,480

建物

コース  897

プレー   

管理  121,773

小計 2,564 122,670

建物附属設備

コース   

プレー   

管理  1,205

小計  1,205

構築物

コース  77,192

プレー  13,179

管理  5,774

小計  96,145  

機械及び装置

コース  1,006  

プレー  1  

管理  1,755  

小計  2,762  
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事業所名 資産の種類 所属
面積
（㎡）

帳簿価額
（千円）

従業員

尾道うずしおカン

トリークラブ

 

所在地・広島県尾

道市原田町

車輌運搬具

工具、器具及

び備品

コース    

プレー    

管理  10,308 コース用員

小計  10,308 [4人]6人

リース資産

（有形固定資

産、無形固定

資産）

コース  7,036 キャディー

プレー  27,818 [8人]2人

管理  507 事務所

小計  35,361 [5人]3人

合計 2,759,258 [17人]11人

　（注）１．上記金額には消費税等は含んでおりません。

２．従業員数の［　］は臨時従業員数を外書しております。

 

 

 

３【設備の新設、除却等の計画】

(1）重要な設備の新設

　該当事項はありません。

(2）重要な改修

　該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000

計 24,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（平成30年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年７月27日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,240 21,240 －

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 21,240 21,240 － －

　（注）当社の株式の譲渡については、当社取締役会の承認を要します。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

③【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　　該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年９月７日

（注）
－ 21,240 △2,030,000 94,000 2,030,000 2,034,785

　（注）資本金の減少及び資本準備金の増加は資本金を減少し、資本準備金に振り替えたものであります。

（５）【所有者別状況】

平成30年４月30日現在
 

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況

（株）
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 1 1 177 － － 1,274 1,453 －

所有株式数

（株）
－ 72 24 4,620 － － 16,524 21,240 －

所有株式数の

割合（％）
－ 0.3 0.1 21.8 － － 77.8 100 －

　（注）　当会社は単元株制度を採用しておりません。
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（６）【大株主の状況】

  平成30年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

吉田　大造 広島県尾道市 1,296 6.1

製鐵原料株式会社 広島県尾道市新浜一丁目8-5 996 4.7

井岡株式会社 広島県尾道市新浜一丁目8-5 372 1.8

鐵萬商事株式会社 広島県尾道市長者原二丁目162-4 120 0.6

内田　喜久 広島県府中市 72 0.3

備後特殊金網株式会社 広島県尾道市長者原二丁目165 72 0.3

しまなみ信用金庫 広島県三原市港町一丁目8-1 72 0.3

株式会社関西機工商会 広島県尾道市古浜町16-10 48 0.2

大信産業株式会社 広島県尾道市山波町128-1 48 0.2

株式会社天満電機産業 広島県尾道市高須町有江台2956-10 48 0.2

計 － 3,144 14.8

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年４月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　21,240 21,240 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 21,240 － －

総株主の議決権 － 21,240 －

 

②【自己株式等】

平成30年４月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　該当事項はありません。

（１）【株主総会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

（２）【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

　該当事項はありません。

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

　該当事項はありません。

３【配当政策】

　当社の利益配分につきましては、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針としておりま

す。これらの剰余金の配当の決定機関は、中間配当、期末配当ともに株主総会であります。当社はメンバーシップの

ゴルフ場でありますから、内部留保資金の強化のため配当は実施しておりません。内部留保資金につきましては、今

後予想される経営環境の変化に対応すべく今まで以上にコスト競争力を高め、プレーヤーのニーズに応えるコース整

備強化を図るために有効投資してまいりたいと考えております。

４【株価の推移】

　当社の株式は非上場でありますので該当事項はありません。
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５【役員の状況】

男性９名　女性－名　（役員のうち女性の比率０％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（株）

代表取締役

社長
 吉田　大造 昭和29年８月29日生

 
平成８年７月 当社代表取締役副社長就任

平成９年２月 製鐵原料㈱代表取締役就任（現）

平成９年７月 当社代表取締役社長就任（現）
 

（注）

３
1,296

取締役  手塚　弘三 昭和20年３月18日生

 
昭和55年５月 ㈱啓文社代表取締役就任（現）

昭和55年５月 広島県教科用図書販売㈱代表取締

役就任（現）

平成７年７月 当社取締役就任（現）
 

（注）

３
－

取締役  村上　清司 昭和18年11月２日生

 
昭和62年９月 ㈱関西機工商会代表取締役就任

平成９年７月 当社取締役就任（現）
 

（注）

３
－

取締役  三谷　秀明 昭和31年９月12日生

 
昭和62年９月 三谷海運㈱代表取締役就任（現）

平成９年７月 当社取締役就任（現）
 

（注）

３
－

取締役  吉田　雄太 昭和59年３月27日生

 
平成22年10月 製鐵原料㈱入社

平成27年５月

平成27年７月

同社取締役副社長就任（現）

当社取締役就任（現）
  

（注）

３
12

取締役  定藤　一夫 昭和25年６月15日生

 
平成26年６月 当社入社

平成27年３月

平成27年７月

当社支配人就任（現）

当社取締役就任（現）
  

（注）

３
－

常勤監査役  小西　達郎 昭和20年２月５日生

 
昭和57年３月 ㈲天満ストアーハウス取締役社長

就任(現)

平成16年７月

平成28年７月

当社監査役就任（現）

当社常勤監査役就任(現)
 

（注）

４
12

監査役  中島　秀晴 昭和31年10月１日生

 
昭和57年３月 三和鉄鋼建設㈱取締役就任

 同社取締役社長（現）

平成６年７月 当社監査役就任（現）
 

（注）

４
12

監査役  井元　勝惠 昭和18年10月29日生

 
平成19年６月 丸善製薬㈱代表取締役就任

平成28年７月 当社監査役就任（現）
 

（注）

４
－

    計  1,332

（注）１．取締役 手塚弘三、村上清司、三谷秀明、吉田雄太の計４名は、社外取締役であります。

２．監査役全員は社外監査役であります。

３．平成29年７月24日開催の定時株主総会の終結の時から２年間

４．平成28年７月22日開催の定時株主総会の終結の時から４年間
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

　前述の「第１　企業の概況３事業の内容(2）尾道うずしおカントリークラブの概況」に記載したとおり、ゴルフプ

レーに関する事項については、同ゴルフクラブ理事及び委員がその衝に当り、実際の運営及び経営上の収支は当社へ

帰属することになっております。同ゴルフクラブと当社の関係は、同ゴルフクラブがクラブ運営に関する企画、計画

の意思決定し、当社が執行にあたります。ゴルフ場運営を執行する当社の基本的考え方は、会員（会員は当社の１株

主）の意向を尊重した運営と経営を行っております。

（コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方）

　当社は、経営環境の変化に迅速かつ的確に対応できる意思決定、着実な業績の向上を意図した経営体制の確立と、

経営の健全性、透明性を高めることを重要な経営課題と考えております。株主総会及び年１回の決算発表のほか、株

主利益に重大な影響を与えると判断できる重要事実の発生時には、正確かつ十分な情報開示を速やかに実施しており

ます。

（コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況）

(1）会社の経営上の意思決定、執行及び監督に関わる経営組織その他コーポレート・ガバナンス体制の状況

　当社は、監査役制度のもと常勤監査役１名と非常勤監査役２名で監査役会を構成しております。社外取締役は６

名中４名で、監査役は取締役会並びに経営会議に出席して意見を述べるほか、会計監査人の監査への立会、稟議案

件の監督、取締役の業務執行の妥当性、効率性などを幅広く検証するなどの経営監査を実施しております。

　その他、会計監査人である公認会計士岡田章宏氏から通常の会計監査を受けており、その過程で経営上の課題等

についてアドバイスを受けております。

(2）会社と会社の社外取締役及び社外監査役の人的関係、資本的関係又は取引先関係その他利害関係の概要

　社外取締役４名は、当期末現在で当社株式を合計で12株を所有しております。社外取締役４名との取引はありま

せん。

　社外監査役３名は、当期末現在で当社株式を合計で24株を所有しております。社外監査役は当社との取引はあり

ません。

(3）会社のコーポレート・ガバナンスの充実に向けた取組の最近１年間における実施状況

　当社では、会社の業務執行を効率的に行うため、実務的な経営課題の協議の場として、社長を含む取締役６名

と、業務・管理部長で常時必要に応じて経営会議を開催するほか、個別案件については、適宜開催し、迅速かつ的

確に意思決定に生かしております。

　取締役のうち３名は、尾道うずしおカントリークラブの理事を兼任しており、クラブと会社の経営意思の疎通を

図っております。

(4）役員報酬の内容

　当会社は取締役、監査役等の役員報酬はありません。

(5）会計監査の状況

　当社の会計監査を執行したのは、公認会計士岡田章宏氏であり、同氏は個人公認会計士として当社の監査を第44

期より実施しております。

　当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士渡邉雅史氏であります。
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(6）取締役の定数

　当社の取締役は３名以上29名以内とする旨定款に定めております。

(7）取締役の選任の決議要件

　当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主

が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨、また当社の取締役の選任については累積投票によらない旨、定款

に定めております。

(8）株主総会の特別決議要件

　当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株主

の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定めておりま

す。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的

とするものであります。

(9）取締役及び監査役の責任免除

　当社は、会社法第426条第１項の規定により、取締役会の決議をもって同法第423条第１項の行為に関する取締役

（取締役であった者を含む。）、及び監査役(監査役であった者を含む。)の責任を法令の限度において免除するこ

とができる旨定款に定めております。これは、取締役が職務を遂行するにあたり、その能力を十分に発揮して、期

待される役割を果たしうる環境を整備することを目的とするものであります。

(10）株主に株式の割当てを受ける権利を与える決議

　当社は、株主に株式の割当てを受ける権利を与える場合には、募集事項及び会社法第202条第１項各号に掲げる

事項は取締役会の決議により定める旨定款に定めております。

 

（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（円）

非監査業務に基づく報酬
（円）

監査証明業務に基づく報酬
（円）

非監査業務に基づく報酬
（円）

1,000,000 － 1,000,000 －

 

②【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

④【監査報酬の決定方針】

該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

(1）財務諸表等の作成方法について

　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づい

て作成しております。

 

(2）監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第46期事業年度（平成29年５月１日から平成30年４

月30日まで）の財務諸表について、公認会計士岡田章宏氏により監査を受けております。

 

(3）連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表は作成しておりません。

 

(4）財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて
　当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みとして、会計基準に関する文書を購読し、各種情報

を取得するとともに、専門的情報を有する団体等が主催する研修・セミナーに参加し、財務諸表等の適正性確保に

取り組んでおります。

 

EDINET提出書類

尾道ゴルフ観光株式会社(E04695)

有価証券報告書

21/50



１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成29年４月30日)
当事業年度

(平成30年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 79,661 81,092

売掛金 5,609 5,789

未収入金 61,378 60,472

商品 680 860

貯蔵品 1,420 904

仮払金 10,590 10,590

前払費用 1,685 1,621

立替金 40 －

流動資産合計 161,066 161,331

固定資産   

有形固定資産   

建物 456,780 456,780

減価償却累計額 △328,093 △332,904

建物（純額） ※1 128,687 ※1 123,876

構築物 898,310 906,833

減価償却累計額 △790,792 △810,688

構築物（純額） ※1 107,518 ※1 96,145

機械及び装置 74,449 74,449

減価償却累計額 △71,018 △71,686

機械及び装置（純額） 3,430 2,762

車両運搬具 20,451 20,451

減価償却累計額 △20,451 △20,451

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 67,792 67,792

減価償却累計額 △57,281 △57,483

工具、器具及び備品（純額） 10,511 10,308

リース資産 58,678 58,678

減価償却累計額 △16,247 △23,316

リース資産（純額） 42,430 35,361

コース勘定 1,640,068 1,640,068

土地 ※1 758,257 ※1 758,256

立木 92,480 92,480

有形固定資産合計 2,783,383 2,759,258
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成29年４月30日)
当事業年度

(平成30年４月30日)

無形固定資産   

リース資産 171 －

電話加入権 607 607

水道施設利用権 164 124

無形固定資産合計 943 731

投資その他の資産   

出資金 200 200

差入保証金 5 5

長期前払費用 6,450 5,246

投資その他の資産合計 6,655 5,451

固定資産合計 2,790,982 2,765,441

資産合計 2,952,049 2,926,772

負債の部   

流動負債   

支払手形 3,983 5,177

買掛金 750 124

短期借入金 ※1 108,837 ※1 107,637

1年内返済予定の長期借入金 ※1 95,845 ※1 107,614

リース債務 7,786 7,077

未払費用 19,727 28,917

預り金 7,039 7,463

未払消費税等 749 3,449

未払法人税等 977 977

賞与引当金 606 734

流動負債合計 246,302 269,170

固定負債   

長期借入金 ※1 472,599 ※1 428,748

会員預り金 28,900 28,900

リース債務 37,972 30,895

退職給付引当金 9,080 10,467

固定負債合計 548,552 499,011

負債合計 794,854 768,181
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成29年４月30日)
当事業年度

(平成30年４月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 94,000 94,000

資本剰余金   

資本準備金 2,034,785 2,034,785

資本剰余金合計 2,034,785 2,034,785

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 28,408 29,805

利益剰余金合計 28,408 29,805

株主資本合計 2,157,194 2,158,591

純資産合計 2,157,194 2,158,591

負債純資産合計 2,952,049 2,926,772
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②【損益計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成28年５月１日
　至　平成29年４月30日)

当事業年度
(自　平成29年５月１日
　至　平成30年４月30日)

売上高   

ラウンドフィー 166,436 169,499

食堂収入 4,918 5,069

売店等売上収入 3,463 3,667

年会費収入 28,101 28,450

売上高合計 202,919 206,685

売上原価   

コース維持費 82,909 88,627

プレー費 34,863 34,988

売店等売上原価 2,893 2,120

食堂売上原価 4,403 5,188

売上原価合計 125,070 130,925

売上総利益 77,849 75,760

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 14,073 13,456

法定福利費 2,622 2,190

福利厚生費 515 436

旅費及び交通費 38 82

通信費 994 1,052

交際費 1,469 1,488

減価償却費 7,444 6,052

保険料 2,990 2,685

修繕費 1,333 2,695

水道光熱費 7,584 10,242

会議費 1,749 2,079

消耗品費 2,859 2,402

租税公課 1,924 2,038

保守管理費 3,321 3,050

事務用品費 381 386

広告宣伝費 1,276 1,407

支払手数料 6,289 8,261

諸会費 664 647

図書印刷費 277 278

車両費 231 246

リース料 342 578

長期前払費用償却 1,262 1,276

競技参加費 290 342

雑費 274 465

販売費及び一般管理費合計 60,211 63,842

営業利益 17,637 11,918
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成28年５月１日
　至　平成29年４月30日)

当事業年度
(自　平成29年５月１日
　至　平成30年４月30日)

営業外収益   

受取利息 － 0

受取配当金 2 2

雑収入 2,111 1,931

営業外収益合計 2,113 1,934

営業外費用   

支払利息 11,714 10,688

水道施設利用権償却 39 39

雑損失 0 －

営業外費用合計 11,755 10,728

経常利益 7,995 3,124

特別利益   

前期損益修正益 － 5

賞与引当金戻入額 134 606

特別利益合計 134 611

特別損失   

貸倒損失 3,323 1,361

災害による損失 1,018 －

前期損益修正損 570 －

特別損失合計 4,912 1,361

税引前当期純利益 3,217 2,373

法人税、住民税及び事業税 977 977

法人税等合計 977 977

当期純利益 2,240 1,396
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【売上原価明細】

  
前事業年度

（自　平成28年５月１日
至　平成29年４月30日）

当事業年度
（自　平成29年５月１日
至　平成30年４月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

［レストラン経費］        

保守管理費  349   281   

水道光熱費  2,311   2,633   

消耗品費  635   272   

減価償却費  397   172   

リース料  342   930   

修繕費  367 4,403 3.5 898 5,188 4.0

［プレー費］        

給料・手当  14,244   15,872   

退職給付引当金繰入  459   364   

法定福利費  1,828   2,022   

福利厚生費  364   421   

消耗品費  967   288   

減価償却費  4,313   4,311   

保守管理費  454   600   

修繕費  220   10   

リース料  1,268   1,268   

支払手数料  4,974   3,901   

賞品  5,701   5,927   

雑費  67 34,863 27.9 － 34,988 26.7
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前事業年度

（自　平成28年５月１日
至　平成29年４月30日）

当事業年度
（自　平成29年５月１日
至　平成30年４月30日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

［コース費］        

給料・手当  24,165   22,682   

退職給付引当金繰入  60   1,022   

法定福利費  3,416   3,541   

福利厚生費  697   597   

肥料薬剤費  11,179   11,803   

保守管理費  1,201   1,920   

旅費交通費  10   5   

車両費  263   290   

芝費  339   213   

土砂費  492   2,976   

消耗品費  2,351   3,778   

減価償却費  22,615   22,283   

租税公課  7,476   7,564   

燃料費  3,028   3,284   

修繕費  2,102   2,989   

水道光熱費  7   6   

賃借料  2,256   2,256   

リース料  1,216   1,404   

雑費  26 82,909 66.3 4 88,627 67.7

［商品売上原価］        

期首商品棚卸高  1,356   680   

当期商品仕入高  2,217   2,300   

期末商品棚卸高  △680 2,894 2.3 △860 2,120 1.6

合計   125,070 100.0  130,925 100.0
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成28年５月１日　至　平成29年４月30日）

      (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
 

資本準備金
資本剰余金合
計

その他利益剰
余金

利益剰余金合
計

 
繰越利益剰余
金

当期首残高 94,000 2,034,785 2,034,785 26,168 26,168 2,154,954 2,154,954

当期変動額        

当期純利益    2,240 2,240 2,240 2,240

当期変動額合計 － － － 2,240 2,240 2,240 2,240

当期末残高 94,000 2,034,785 2,034,785 28,408 28,408 2,157,194 2,157,194

 

当事業年度（自　平成29年５月１日　至　平成30年４月30日）

      (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
 

資本準備金
資本剰余金合
計

その他利益剰
余金

利益剰余金合
計

 
繰越利益剰余
金

当期首残高 94,000 2,034,785 2,034,785 28,408 28,408 2,157,194 2,157,194

当期変動額        

当期純利益    1,396 1,396 1,396 1,396

当期変動額合計 － － － 1,396 1,396 1,396 1,396

当期末残高 94,000 2,034,785 2,034,785 29,805 29,805 2,158,591 2,158,591
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④【キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成28年５月１日
　至　平成29年４月30日)

当事業年度
(自　平成29年５月１日
　至　平成30年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 3,217 2,373

減価償却費 33,742 32,648

無形固定資産償却費 1,068 211

賞与引当金の増減額（△は減少） △134 128

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,105 1,386

長期前払費用償却額 1,262 1,276

長期前払費用の増減額（△は増加） 1,399 1,204

受取利息及び受取配当金 △2 △2

支払利息 11,714 10,688

売上債権の増減額（△は増加） 2,116 744

たな卸資産の増減額（△は増加） 842 336

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,089 △1,190

仕入債務の増減額（△は減少） △348 568

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,340 2,700

その他の流動負債の増減額（△は減少） 548 9,613

小計 47,890 62,683

利息及び配当金の受取額 2 2

利息の支払額 △11,714 △10,688

法人税等の支払額 △977 △977

営業活動によるキャッシュ・フロー 35,201 51,020

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 1,200 1,200

定期預金の預入による支出 △1,200 △1,200

有形固定資産の取得による支出 △10,301 △8,523

長期前払費用の取得による支出 △1,709 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,010 △8,523

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,200 △1,200

長期借入れによる収入 100,000 80,000

長期借入金の返済による支出 △119,292 △112,080

リース債務の返済による支出 △9,566 △7,786

財務活動によるキャッシュ・フロー △30,058 △41,066

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,867 1,431

現金及び現金同等物の期首残高 86,328 79,461

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 79,461 ※1 80,892
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．たな卸資産の評価基準及び評価方法

最終仕入原価法による原価法を採用しております。

 

２．固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

なお、耐用年数は以下のとおりです。

　建物及び構築物　　　５～50年

　機械装置及び運搬具　２～８年

 

（２）無形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

 

（３）リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数として、残存価

額を零とする定額法を採用しております。

 

３．引当金の計上基準

（１）賞与引当金

従業員の賞与支給に充てるため、支給見込み額に基づき計上しております。

 

（２）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基づき計上しております。

なお、退職給付債務は、退職給付に係る期末自己都合要支給額を用いております。

 

４．キャッシュ・フロー計算における資金の範囲

手許現金、随時引出可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない

取引日から３か月以内に償還期間の到来する短期投資からなっております。

 

５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理の方法

　税抜き方式で処理しております。
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（貸借対照表関係）

※１　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成29年４月30日）
当事業年度

（平成30年４月30日）

建物 128,687千円 123,876千円

構築物 107,518千円 96,145千円

土地 758,256千円 758,256千円

計 994,463千円 978,278千円

 

　担保付債務は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成29年４月30日）
当事業年度

（平成30年４月30日）

短期借入金 108,837千円 107,637千円

１年内返済予定の長期借入金 95,845千円 107,614千円

長期借入金 472,599千円 428,748千円

計 677,281千円 643,999千円

 

（損益計算書関係）

　該当事項はありません。
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　平成28年５月１日　至　平成29年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 21,240 － － 21,240

合計 21,240 － － 21,240

（注）自己株式については、該当事項はありません。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

該当事項はありません。

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成29年５月１日　至　平成30年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 21,240 － － 21,240

合計 21,240 － － 21,240

（注）自己株式については、該当事項はありません。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

該当事項はありません。

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　平成28年５月１日
至　平成29年４月30日）

当事業年度
（自　平成29年５月１日
至　平成30年４月30日）

現金及び預金勘定 79,661千円 81,092千円

預金期間が３ヶ月を超える定期預金 △200 △200

現金及び現金同等物 79,461 80,892

 

２．重要な非資金取引の内容

特に記載するべき事項はありません。
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（リース取引関係）

ファイナンス・リース取引

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

(ア）有形固定資産

　主として、カート及び芝刈機(車両運搬具)であります。

②　リース資産の減価償却の方法

　重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に関する取り組み方針

　当社は、ゴルフ場建設資金として必要な資金（主に銀行借入）を調達しております。

　一時的な余資は、流動性の高い預金で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しておりま

す。

　投機的な取引は一切行なわない方針であります。

 

(2）金融商品の内容及びそのリスク

　営業債権である売掛金は顧客の信用リスクに、未収入金は尾道うずしおカントリークラブの会員の信用リ

スクに晒されております。

　営業債務である支払手形、買掛金、未払費用及び未払金は、４ヶ月以内の支払期日であります。

　借入金はゴルフ場建設資金として調達したものであり、借入金の返済期日は決算期後７年であります。

 

(3）金融商品に係るリスク管理体制

①　信用リスクの管理

　当社の売掛金は、当クラブの会員のプレー費であり、そのほとんどがクレジットによる支払であるた

め、１ヶ月以内には回収可能なものであります。従って、顧客の信用リスクを伴うものは少額であります

が、顧客ごとに期日管理を徹底して回収懸念の軽減を図っています。

　未収会費は、会員ごとに期日管理をしており、また、株券を譲受けた新たな会員が入会する時に、滞留

した債権を精算することとしており回収懸念の軽減を図っています。

 

②　市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

　借入金及び社債に係る支払金利の変動リスクに対しては、できるだけ固定金利にすることによりリスク

負担を軽減しています。
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２．金融商品の時価等に関する事項

　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りであります。なお、時価を把握することが

極めて困難と認められるものは含まれておりません（(注)２.参照）。

 

前事業年度（平成29年４月30日）

（単位：千円）
 

 貸借対照表計上額 時価 差額

(1）現金及び預金 79,661 79,661 －

(2）売掛金 5,609 5,609 －

(3）未収入金 61,378 61,378 －

（資産計） 146,649 146,649 －

(1）支払手形 3,983 3,983 －

(2）買掛金 750 750 －

(3）短期借入金 108,837 108,837 －

(4）長期借入金

（1年内返済予定を含む）
568,444 563,374 △5,069

(5）リース債務

（流動負債を含む）
45,759 42,926 △2,833

(6）未払費用 19,727 19,727 －

（負債計） 747,501 739,598 △7,903

 

EDINET提出書類

尾道ゴルフ観光株式会社(E04695)

有価証券報告書

35/50



当事業年度（平成30年４月30日）

（単位：千円）
 

 貸借対照表計上額 時価 差額

(1）現金及び預金 81,092 81,092 －

(2）売掛金 5,790 5,790 －

(3）未収入金 60,472 60,472 －

（資産計） 147,354 147,354 －

(1）支払手形 5,177 5,177 －

(2）買掛金 124 124 －

(3）短期借入金 107,637 107,637 －

(4）長期借入金

（1年内返済予定を含む）
536,362 532,562 △3,799

(5）リース債務

（流動負債を含む）
37,972 35,690 △2,282

(6）未払費用 28,917 28,917 －

（負債計） 716,190 710,107 △6,081

　（注）１．金融商品の時価の算定方法に関する事項

資　産

(1）現金及び預金、(2）売掛金、(3）未収入金

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっています。

負　債

(1）支払手形、(2）買掛金、(3）短期借入金、(6）未払費用

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっています。

(4）長期借入金（1年内返済予定を含む）、(5）リース債務（流動負債を含む）

　これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割引いた現在価

値により算定しております。

 

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）
 

区分 前事業年度（平成29年４月30日） 当事業年度（平成30年４月30日）

会員預り金 28,900 28,900

　返済日が確定していないため、時価を把握することが極めて困難と認められることから、負債には含めてお

りません。
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３．金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成29年４月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 79,661 － － －

売掛金 5,609 － － －

未収入金 61,378 － － －

合計 146,649 － － －

 

当事業年度（平成30年４月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 81,092 － － －

売掛金 5,790 － － －

未収入金 60,472 － － －

合計 147,354 － － －

 

４. 短期借入金、長期借入金及びリース債務の決算日後の返済予定額

前事業年度（平成29年４月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

短期借入金 108,837 － － － － －

長期借入金 95,845 100,825 93,992 87,891 67,325 122,566

リース債務 7,786 7,077 6,697 5,889 5,524 12,785

合計 212,469 107,902 100,689 93,780 72,849 135,351

 

当事業年度（平成30年４月30日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

短期借入金 107,637 － － － － －

長期借入金 107,614 100,424 98,934 78,761 59,572 91,057

リース債務 7,077 6,697 5,889 5,524 4,516 8,269

合計 222,328 107,121 104,823 84,285 64,088 99,326
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（有価証券関係）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

当社は、従業員の退職給付に充てるため、非積立型の確定給付制度を採用しております。

当社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２．確定給付制度

(1）簡便法を適用した制度の、退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

 
前事業年度

（自　平成28年５月１日
至　平成29年４月30日）

当事業年度
（自　平成29年５月１日
至　平成30年４月30日）

退職給付引当金の期首残高 14,185千円 9,080千円

退職給付費用 519 1,386 

退職給付の支払額 △5,625 － 

退職給付引当金の期末残高 9,080 10,467 

 

(2）退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金費用の調整表

 
前事業年度

（自　平成28年５月１日
至　平成29年４月30日）

当事業年度
（自　平成29年５月１日
至　平成30年４月30日）

積立型制度の退職給付債務 －千円 －千円

年金資産 － － 

 － － 

非積立型制度の退職給付債務 9,080 10,467 

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 9,080 10,467 

     

退職給付引当金 9,080 10,467 

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 9,080 10,467 

 

(3）退職給付費用

 
前事業年度

（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

当事業年度
（自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日）

簡便法で計算した退職給付債務 519千円 1,386千円

 

 

（ストック・オプション等関係）

　当社はストック・オプション制度を導入しておりませんので、該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

１　繰延資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（平成29年４月30日）
 

当事業年度
（平成30年４月30日）

繰延税金資産        

　賞与引当金  207千円   251千円

退職給付引当金  3,114   3,590 

税務上の繰越欠損金  1,372   38 

繰延税金資産小計  4,693   3,879 

評価性引当額 △4,693   △3,879 

繰延税金資産合計 －   － 

 

２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（平成29年４月30日）
 

当事業年度
（平成30年４月30日）

 

法定実効税率

 

 34.3％

   

 30.4 

 3.9 

 30.4 

 

 
 

 34.3％

   

 41.2 

 △6.9 

 41.2 

 

（調整）  

住民税均等割  

その他  

税効果会計適用後の法人税等の負担率  

  

 

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。

 

（賃貸等不動産関係）

　賃貸等不動産の保有はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前事業年度（自 平成28年５月１日 至 平成29年４月30日）

当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付帯する事業を営む単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

Ⅱ　当事業年度（自 平成29年５月１日 至 平成30年４月30日）

当社は、ゴルフ場の経営及びこれに付帯する事業を営む単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

【関連情報】

前事業年度（自 平成28年５月１日 至 平成29年４月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：千円）
 

 ラウンドフィー 食堂喫茶売上 売店等売上収入 会員年会費等収入 合計

外部顧客への売上高 166,436 4,918 3,463 28,101 202,919

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　当事業年度の売上高は、すべて本邦の外部顧客への売上高のため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

　当期貸借対照表の有形固定資産は、すべて本邦に所在している有形固定資産のため、記載を省略してお

ります。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、当期損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

 

当事業年度（自 平成29年５月１日 至 平成30年４月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：千円）
 

 ラウンドフィー 食堂喫茶売上 売店等売上収入 会員年会費等収入 合計

外部顧客への売上高 169,499 5,069 3,667 28,450 206,685

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　当事業年度の売上高は、すべて本邦の外部顧客への売上高のため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

　当期貸借対照表の有形固定資産は、すべて本邦に所在している有形固定資産のため、記載を省略してお

ります。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、当期損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自 平成28年５月１日 至 平成29年４月30日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成29年５月１日 至 平成30年４月30日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度（自 平成28年５月１日 至 平成29年４月30日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成29年５月１日 至 平成30年４月30日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度（自 平成28年５月１日 至 平成29年４月30日）

　該当事項はありません。

 

当事業年度（自 平成29年５月１日 至 平成30年４月30日）

　該当事項はありません。

 

【関連当事者情報】

前事業年度（自　平成28年５月１日　至　平成29年４月30日）

種類 氏名 所在地
資本金又は
出資金

事業の内容
又は職業

議決権等の所有
（被所有）割合

（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）

役員 吉田　大造
広島県
尾道市

－
当社代表取

締役
（所有）
直接　6.1

資金援助
(無利息)

－

増加
－

減少
4,872

長期借
入金
(注)

67,985

役員 吉田　大造
広島県
尾道市

－
当社代表取

締役
（所有）
直接　6.1

土地の
賃貸借

－ 1,941
賃借料
(コース
費)

－

（注）　この借入金は、損害賠償請求権としての未収入金52,580千円の貸倒リスクに備えるための担保としての性

質を有するもの等です。

 

当事業年度（自　平成29年５月１日　至　平成30年４月30日）

種類 氏名 所在地
資本金又は
出資金

事業の内容
又は職業

議決権等の所有
（被所有）割合

（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）

役員 吉田　大造
広島県
尾道市

－
当社代表取

締役
（所有）
直接　6.1

資金援助
(無利息)

－

増加
－

減少
15,405

長期借
入金
(注)

52,580

役員 吉田　大造
広島県
尾道市

－
当社代表取

締役
（所有）
直接　6.1

土地の
賃貸借

－ 1,941
賃借料
(コース
費)

－

（注）　この借入金は、損害賠償請求権としての未収入金52,580千円の貸倒リスクに備えるための担保としての性

質を有するもの等です。
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（１株当たり情報）

前事業年度
（自　平成28年５月１日
至　平成29年４月30日）

当事業年度
（自　平成29年５月１日
至　平成30年４月30日）

 
１株当たり純資産金額 101,562.81円

１株当たり当期純利益金額 105.46円
 

 
１株当たり純資産金額 101,628.59円

１株当たり当期純利益金額 65.76円
 

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成28年５月１日
至　平成29年４月30日）

当事業年度
（自　平成29年５月１日
至　平成30年４月30日）

当期純利益金額（千円） 2,240 1,396

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 2,240 1,396

期中平均株式数（株） 21,240 21,240

 

（重要な後発事象）

　該当がありません。

 

⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

　該当がありません。
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【有形固定資産等明細表】

資産の種類
期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額

(千円)

当期償却額
（千円）

差引期末残高
（千円）

有形固定資産        

建物 456,780 － － 456,780 332,904 4,811 123,876

構築物 898,310 8,523 － 906,833 810,688 19,896 96,145

機械及び装置 74,449 － － 74,449 71,686 668 2,762

車両運搬具 20,451 － － 20,451 20,451 － 0

工具、器具及び備品 67,792 － － 67,792 57,483 202 10,308

リース資産 58,678 － － 58,678 23,316 7,069 35,361

コース勘定 1,640,068 － － 1,640,068 － － 1,640,068

土地 758,256 － － 758,256 － － 758,256

立木 92,480 － － 92,480 － － 92,480

有形固定資産計 4,067,265 8,523 － 4,075,788 1,316,528 32,646 2,759,258

無形固定資産        

リース資産 5,141 － － 5,141 5,141 171 －

電話加入権 607 － － 607 － － 607

水道施設利用権 600 － － 600 476 40 124

無形固定資産計 6,348 － － 6,348 5,617 211 731

長期前払費用 17,645 119 47 17,717 12,471 1,276 5,246

 

【社債明細表】

　　　　　　該当事項はありません。
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【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 108,837 107,637 1.77 －

１年以内返済予定の長期借入金 95,845 107,614 1.59 －

１年以内返済予定のリース債務 7,786 7,077 － －

長期借入金（１年以内返済予定のものを除く） 472,599 428,748 1.59 平成38年3月20日

リース債務（１年以内返済予定のものを除く） 37,972 30,895 － 平成37年4月27日

その他有利子負債 － － － －

合計 723,040 681,971 － －

　（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース債務を

貸借対照表に計上しているため記載しておりません。

３．長期借入金及びリース債務（１年以内に返済予定のものを除く。）の貸借対照表日後５年間の返済予定額は

以下のとおりであります。

 
１年超２年以内

（千円）
２年超３年以内

（千円）
３年超４年以内

（千円）
４年超５年以内

（千円）

長期借入金 100,424 98,934 78,761 59,572

リース債務 6,697 5,889 5,524 4,516

 

【引当金明細表】

区分
期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

期末残高
（千円）

賞与引当金 606 734 606 － 734

 

 

【資産除去債務明細表】

該当事項はありません。
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（２）【主な資産及び負債の内容】

 

資産の部

Ⅰ　流動資産

(1）現金及び預金

区分 金額（千円）

現金  4,807

預金　　　当座預金 53,278  

普通預金 227  

通知預金 22,580  

積立預金 200 76,285

合計  81,092

 

(2）売掛金

相手先 金額（千円）

㈱中国しんきんカード（ＶＩＳＡ） 2,099

㈱中国しんきんカード（ＪＣＢ） 1,876

㈱ひろぎんディーシーカード 684

ユーシーカード㈱ 229

三菱ＵＦＪニコス㈱ 203

㈱ＵＦＪカード他 696

合計 5,789

　（注）　売掛金はすべて顧客に対するグリーンフィー等諸料金の未収であります。その滞留期間は20日であります。

(3）未収入金

区分 金額（千円）

会員年会費 7,370

損害賠償請求権 52,580

レストラン委託収入 522

合計 60,472

 

(4）商品

品名 金額（千円）

ゴルフ用品 778

たばこ 82

合計 860
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(5）貯蔵品

品名 金額（千円）

肥料・農薬他 720

掃除用具 184

合計 904

 

負債の部

Ⅰ　流動負債

(1）支払手形

相手先 期日別 金額（千円）

山本コーポレーション㈱ 平成30年５月～８月 2,084

㈲エムアイグリーンメンテナンス 平成30年５月～８月 1,638

丸和石油㈱ 平成30年５月～８月 1,454

合計 　合計 5,177

 

(2）買掛金

相手先 金額（千円）

㈱本間ゴルフ 124

合計 124

 

 

（３）【その他】

①　決算後の状況

　該当事項はありません。

②　訴訟

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ５月１日から４月30日まで

定時株主総会 ７月中

基準日 ４月30日

株券の種類 １株券　６株券　12株券　24株券

剰余金の配当の基準日 ４月30日

１単元の株式数 なし

株式の名義書換え  

取扱場所 本店

株主名簿管理人 なし

取次所 なし

名義書換手数料 無料

新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

取扱場所 なし

株主名簿管理人 なし

取次所 なし

買取手数料 なし

公告掲載方法 広島市において発行する中国新聞

株主に対する特典 12株につき１口のゴルフプレイ権

　（注）　株式の譲渡については取締役会の承認を要する。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　該当事項はありません。

２【その他の参考情報】

　当事業年度開始日より、本報告書提出日までの間において提出した書類は以下のとおりであります。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第45期）（自　平成28年５月１日　至　平成29年４月30日）平成29年７月25日中国財務局長に提出

(2）半期報告書

　（第46期中）（自　平成29年５月１日　至　平成29年10月31日）平成30年１月26日中国財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

 

  平成30年７月26日  

尾道ゴルフ観光株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 岡田章宏公認会計士事務所

 

   公認会計士 岡田　章宏　　印

 

　私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている尾道

ゴルフ観光株式会社の平成29年５月１日から平成30年４月30日までの第46期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表に

ついて監査を行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　私の責任は、私が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。私は、我が

国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私に財務諸表に重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めて

いる。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、私の判

断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務諸表監査

の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価の実施に際して、状況に応

じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、

経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の

表示を検討することが含まれる。

　私は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　私は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、尾道ゴルフ観光株

式会社の平成30年４月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以上

 
 
　（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が

保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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